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旨
監軍御史は明朝の中央から地方に派遣されて、監察業務に当たった出差御史の一つであり、出差御史を大差・中差・小差に
分けたどれにも入らない雑差の一つである。任務としては国軍の戦闘を監察するものと考えられるが、定期的に派遣される監察御史ではなく、戦闘が行われた時に臨時に派遣されるものである。特に明末の万暦朝鮮の役（文禄・慶長の役）や満洲軍によって陥落寸前の遼東鎮などに集中的に現れる。特に遼東鎮で 歴代、この管轄領域を按治して来た巡按山東監察御史がこの任務を兼務する形で現れ、や て巡按にとって代わ 肩書き なっていく である。本論では巡按山東監察御史として始めて監軍御史を務めた陳王庭、また、同時期に巡按山東監察御史であった張銓について、巡按監察御史と監軍御史との関係性の観点から検討 進めた。
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はじめに
明代遼東鎮の監察を任務とした巡按山東監察御史は官職名が紛らわしい。山東を巡按する監察御史という名称で
ありながら、なぜ遼東鎮を按治するのか一目瞭然とはいかないからである。これに拍車をかける問題が『明実録』において、遼東鎮を按治する監察御史の肩書きが一定で ないことである。曰く、巡按山東監察御史、巡按山東御史、山東巡按監察御史、巡按山東、山東巡按、山東按臣、巡按監察御史、監察御史、御史、巡按、按臣、巡按遼東監察御史、遼東巡按御史 巡 御史、遼東巡按、遼東御史、 遼、巡按遼東兼監軍事 遼東監軍巡撫 遼東監軍御 監軍御史 監軍 監臣、巡関御史、 直隷御史。このうち 監察御史、 巡按 按臣は単なる略称であるからよいとし 肩書きに「山 」の名称が入る場合と「遼東」の名称が入る場合があるということ、つまり、巡按山東監察御史と 監察御史との二系列の肩書きが存在する ではないかという疑問 それから、巡按遼東兼 事、遼東監軍 撫 遼東監軍 監軍御史 監軍、監臣、巡関 巡按直隷御史の場合のような、巡按監察御史ではない肩書き 登場することは どのように考えたらよいのだろう 。
これらの疑問のうち、山東、遼東が入り混じる原因については拙著『明代遼東と朝鮮』
（汲古書院、二〇一四年）
において検討した。その結果として 『明実録』には巡按山 察 と巡按遼東監察御史と 二通りの書き方があるが、当時の档案類を収めた中国第一歴 档案館・遼寧省档案館編『中国明朝档案総匯』一〇一冊
（広西師範大
学出版社、二〇〇一年）
及び遼寧省档案館・遼寧社会科学院歴史研究所編『明代遼東档案匯編』上・下
（遼寧書社、
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一九八五年）
を確認する限り、巡按山東監察御史という官職名は出て来るものの、巡按遼東監察御史という名称は
ただの一カ所も出て来ないのである。従って、 『明実録』の巡按遼東監察御史とそれに類する呼称は俗称に過ぎず、巡按山東監察御史という官職名こそが正式であることが分かった。ただ、そうすると次の疑問が湧いて来る。本来の山東布政使司
（以下、山東布政司と略する）
管内を按治する巡按山東監察御史が遼東鎮をも按治したのだろう
かという疑問である。ところが、山東布政司管内を按治した巡按山東監察御史と遼東鎮管内を按治した巡按山東監察御史 は別であり、重ならないのである
）（
（
。これは元来、遼東鎮の領域が山東の一部と認識されていたから、両管
内に派遣した巡按監察御史ともに山東と呼称したのである 、山東布政司管内は民戸の多い地域であるのに対し、遼東鎮は明朝の北辺防衛の 端を形成し、周囲のウリヤンハイ三衛、ジュシェン、朝鮮
（高麗）
に睨みを効かす軍
事的前線であり、従って、遼東鎮管内における按治はほぼ国軍を対象とする。同じく山東 名称を使っていても、山東布政司と遼東鎮とでは按治 対象がまるで相違する である。また、山東布政司と遼 鎮は渤海 隔て 向かい合った地域であるが、両地域の間には北直隷の領域があ 、陸続きでもない。結果 して、肩書きが同じながら、管轄領域の違う巡按監察御史が生まれ のではないか 推測され のである。このように考えると、 『明実録』にお て、遼東鎮に派遣された巡按監察御史が遼東 名称でも記録 理由は 遼 にのみ派遣される官僚であったか である。こ こ が相まって、遼東鎮管内に派遣され 巡按 監察御史の肩書き表示は複雑怪奇なことにな のである。
さて問題は巡按山東監察御史の肩書きに巡按遼東兼監軍事、遼東監軍巡撫御史、遼東監軍御史、監軍御史、監
軍、監臣、巡関御史、巡按直隷御史の場合のような はない肩書き 登場する理由である。拙著
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中で筆者は遼東鎮を巡按した監察御史の博捜に努めたが、そのなか、万暦四十六年
（一六一八）
六月から天啓元年
（一六二一）
十月まで巡按山東監察御史であったことが確認できる陳王庭、同じく天啓元年五月から同二年
（一六二二）
三月まで確認できる方震孺、天啓二年四月から天啓五年
（一六二五）
六月まで確認できる潘雲翼、天啓
二年九月から天啓三年
（一六二三）
十月まで確認できる梁之棟の四人がこれらの肩書きを持つのである。なかでも
遼東監軍御史とは何なのか、なぜ、巡按と関係するのか、この点について、遼東鎮で最初に監軍御史に任じられた陳王庭、及び同時期に巡按であった張銓の両者について取り上げ、この両者の関係の検討を通じて、上記の問題について考察することが本稿の目的である。
なお、監軍ということで言えば、宦官が監軍として派遣されることが多く見られた。明末の事例について、筆者
も触れたことがある
）（
（
。また、北辺防衛に絡む鎮守宦官の役割も当然本論に関係して来る
）（
（
。しかし、これらの事項に
ついては別稿に追求してみたい。
一、会典と監軍御史
明朝の監察体制については小川尚の制度研究が最も信頼出来るが、洪武十五年
（一三八二）
に中央に都察院、地
方に提刑按察使司
（以下、按察司と略する。 ）
が置かれたが、これとは別に国内を分巡按治する按察僉事が明朝建国
前から置かれていた。やがて分巡按治は巡按監察御史と按察副使・僉事に引き継がれ、洪煕元年
（一四二五）
には
南北二直隷は直隷監 御史、十三省は 察司官による分巡按治 いう体制が整い また 在外巡按監察御史が毎年
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八月に出巡することになった。この在外派遣の監察御史は宣徳年間
（一四二六～一四三五）
には在外巡按監察御史だ
けでなく、後述 ような多くの名目による がなされるようになり、これら在外派遣の監察御史は出差御史と呼ばれる。 『万暦大明会典』巻二一〇、都察院二、奏請点差の条では、
凡差三等。両京畿道、提学道、巡按順天・真定・応天・蘇松・淮揚・浙江・湖広・江西・福建・河南・陝西・山東・山西・四川・雲南・広東・広西・貴州等処御史及巡視京営、俱大差。遼東・宣大・甘粛三処巡按御史及清軍・印馬・屯田・巡塩・ 倉・巡関・儧運・巡茶御史、俱中差。印馬・屯田幷作一差、三年満後、准一大差。巡視光禄、旧係小差、今改中差。巡視皇城四門 馬房 巡青・十庫・蘆溝橋・五城等処御史、俱小差。
と、出差御史を程度に合わせて大差・中差・小差の三種類に分けている。この中、遼東と宣大と甘粛の三カ所は中差に属し、内地巡按に対して辺鎮巡按に属し、管轄の鎮守全域を 巡按治するが、やがて兵備道の設置が進み、辺鎮巡按は兵備道とともに軍事面への関与を強めていった。つまり、辺鎮 は内地巡按 比べて、軍事面の比重が大きいのである。この巡按監察御史以外の出差御史には巡塩、巡茶馬 提学、巡倉、巡関 巡視光禄寺、巡庫、巡城、刷巻、 視京営 儧運、印馬、監課、監試、屯田、巡視皇城四門、馬房 巡青 十庫 蘆溝橋、五城等処あった
）（
（
。
ところで、小川は大差・中差・小差以外に雑差があったことを指摘している。 『大明万暦会典』巻二一〇、同条
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には、
雑差凡恤軍
　
正統二年、令每季差監察御史一員、同給事中、五城兵馬・五府・錦衣衛・兵部原委官、存恤清到軍
士。後、以巡視北城御史、帯管。亦不用兵馬府衛官。○嘉靖七年 差御史一員、同兵部侍郎幷給事中、清
查御馬監勇士。
○三十一年、差御史一員、清
查五府所属幷上直等衛官旗力士。
○三十七年、差御史一員、解銀遼東賑鐖。一員往大同、糴買実辺凡捕盜
　
宣徳四年、以冬月河凍、選差御史・錦衣衛官各三員、往良
鄉・固安・通州三路、督令軍衛・有司、各
照地方、設法捕盜。○成化二年 奏准選差監察御史二員、各請勅、一自通州直抵臨清、一自臨清直抵儀真、与巡河御史、提督捕盜。○十四年以朝覲官在途令巡捕御史・錦衣衛官、先於河未凍前、両月差遣。凡盤糧
　
成化十三年、令遼東・宣府・甘粛及湖広・両広・四川等処、每三年、各差監察御史一員、同給事中一
員、領勅会同、巡按御史幷原管糧官、将各倉庫糧料・草束・銀両 吊取收放、卷簿 某年
查盤、以後、続有收
支、見在逐一
查盤、草束亦依法丈量、幷
查原糴糧料・用価数目。若有陳腐・糠粃、幷虚出・盜売・虧折等弊、
応提問者提問、応参奏者参奏。○嘉靖三十年、命四川巡按御史、
查理銭糧。
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○隆慶四年、差御史、往薊州・宣大・固原等鎮、
查兵馬銭糧。各請勅行事、一年一代。○五年、復令各該巡按
御史兼理。
とあり、雑差には恤軍、捕盗、盤糧があり、これに続いて、
凡監軍紀功
　
景泰四年、差御史一員、往両広監軍。
○嘉靖三十三年、差御史一員、往山東募兵、赴揚州征倭。○四十一年、差御史一員、往広東監軍紀功 一切兵船・糧餉 調遣等項、会同総鎮・提督等官議行。応録、応恤、応参問人員 従実具奏。○隆慶三年、差御史一員、往閩広 隨軍紀功凡将軍有缺 差監察 会同錦衣衛堂上官・兵科都給事中及管領将軍、官選補。凡監斬檢験等、差皆臨時定委。
と監軍紀功がある。監軍紀功とは文字通り、国軍を監察して功績を記録する、つまり、これは地方に駐留する軍隊の戦闘における戦いぶりを監察し、手柄を記録して恩賞の賜与 繫げることを意味してお ただ単に軍隊の維持に関わる逃軍の捕捉や揉め事 裁いたりするわけではない。勿論、また戦闘の功績だけを記録するわけではなく失態 ついての追求も含まれているであろう。ここには四つの事例が挙がっている。まず ここでは の四例を詳
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細に見ていくこととする。このうち、景泰四年
（一四五三）
の事例は『大明正徳会典』巻一六六、都察院三、雑差
の条に、 「景泰四年、御史一員を差して、両広に於いて監軍す。 」とあり、景泰四年において、監軍御史一員を両広に派遣して監軍させたということである。ただ この記事の原典を管見の限り『明実録』に見出すことは出来なかった。なお、 紀功に関して、 『大明正徳会典』に 載されている事例は景泰四年の事例だけである。
次に「嘉靖三十三年、御史一員を差して、山東に往きて募兵し、揚州に赴きて倭を征せしむ。 」は、時あたかも
後期倭寇の盛期であり
）（
（
、衛所軍だけでは対応出来ないので、山東で募兵して揚州に赴き倭寇を制圧させたという記
事であるが、ここでの監軍御史は単なる軍隊の監視に止まらず 軍隊の編成から戦闘指揮まで含まれているような書きぶりである。 れ ついては『世宗実録』嘉靖三十三年五月丁巳の条に、
給事中王国禎・賀涇、御史温景葵等、以倭寇猖獗、逼近留都、各上疏、乞調兵、給餉及推選総督大臣、重其事権、如徃年征勦華林・麻陽諸寇故事。下兵部、集廷臣議、俱称因薦南京兵部尚書張経堪任総督。調兵当遣御史及本部司官各一員、
賫太倉銀六万両、徃山東調発、奏留民兵一枝及青州等処水陸槍手共六千人、人給軍装・銀
十両。令参将李逢時・許國、督赴揚州、聴経調度。給餉当取之南京戸部銀五千両・臨徳二倉銀五万両及截留起運米二十三万石。其紀功責之各巡按御史、賞格与辺功同、凡斬首一級者擬陞一級、不願陞者賞銀一百両、有能擒斬首悪王直等者、授世襲指揮僉事。如直等悔罪能率衆来降 亦如之。其部下量授世襲千 百戶等官 俱填註備倭職事。議入、上允行之。乃命経 不妨原務 兼都察院右副都御史総督南直隸・浙江・山東 両広・福建等処軍務、一応兵食俱聴其便宜処分。臨陣 際 不用命者 武官・都指揮以下、文官五品以下 許以軍法従事。
― 173 ―
陳王庭と張銓
とあることを踏まえている。この当時、倭寇の首領王直なるものの捕斬が喫緊の課題であったが、給事中、御史等の上疏によれば、倭寇の襲撃が激しくなって留都南京に迫りつつある で、兵員を集め、兵糧を補給し、総督大臣を推薦して大権を持たせて、倭寇を掃討しようという である。この件は兵部に下されて廷臣を集めての会議の結果、南京兵部尚書の張経が適任であるということになった。張経は南京兵部尚書のまま都察院右副都御史総督南直隸・浙江・山東・両広・福建等処軍務の肩書きを帯びて出軍するのであるが、兵員 徴発は張経本人ではなく 、御史と兵部の官員との都合二名が太倉銀六万両 持参 て山東に赴き六千人の兵員を集めることになった。 員一人ごとに軍装と銀十両を支給す になっていたから、六千人×十両＝ 万両という計算であった。それで集めた六千の兵員は参将が率いて揚州 赴き張経の指揮下に入った である。これとは別に 糧と兵糧 ための資金とが手配されることになった。また、注意すべきは軍功 評価方法であるが 「其 紀功 之を各巡按御史 責め、賞格は辺功と同じく、凡そ一級 斬首せる者は一級 陞すに擬し、陞るを願はざる者は銀一百両 賞し、能く首悪王直等を擒斬せる者あらば、世襲 指揮僉事を授く。直 罪を悔 て能く衆 率ひ 来降せるが如きも 亦た之如し。其の部下は量りて世襲の千 百戶等の官を授け、俱に備 の職事 填註せん。 」とあり、 『大明万暦会典』はあたかも監軍御史が一員で山東 赴いて調兵し、戦場 まで赴くとも取れ 筆 になっ い が、ここで 御史の役割は兵部の官員とともに二 で山東 赴いて調兵し その後の兵員 移動は参将が担当するのであり、また、戦場での紀功は現地の巡按監察御史複数名が分担して行い、紀功の基準は辺功 同じ基準で行 とい ものである。従って、ここで出て来る山東に赴く御史 いうのは監軍御史である必要はなく、御史であれば誰 もよ ということになる。
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次の「
（嘉靖）
四十一年、御史一員を差し、広東に往きて監軍紀功し、一切の兵船・糧餉・調遣等の項は、総
鎮・提督等の官と会同し、議して行へ。応に録すべき、応に恤すべき、応に参問すべき人員は実に従ひて具奏せよ。 」は、嘉靖四十一年
（一五六二）
の監軍御史一員の広東への派遣は、現地で総督・提督等の官と協議して、監軍
の紀功を行えという事例であり、これを見る限りは、監軍御史として現地に赴き、監軍紀功の任務に就いているように見えるが、管見の限り『明実録』に関連す 記事を見出すことは出来ず、実態については不明である。
最後の「隆慶三年、御史一員を差し、閩広
（福建と広東）
に往かしめ、軍に隨ひて紀功せしむ。 」とある項につい
ては、 『穆宗実録』隆慶三年三月戊申の条に
兵部覆都給事中張鹵奏請、申明閩広巡按・紀功御史職掌、每当用兵、以調度機宜、責之巡按、以隨車
（ママ、
軍カ）
按録功罪、責之紀功、俱不令兼制。差期俱以一年而更。又玄鍾参将当令兼攝漳湖交会地方、以兵往来黄
岡・拓林・大城・南澚間、而厳盜売火薬之禁。其有奸民与賊通者 本犯凌遲 全家俱斬、比隣不挙者謫戍。上命如議行之。
とあることに必ずしも完全に一致しないが、 『大明万暦会典』と一定 重なり合うところがある。 「閩広巡按紀功御史」は閩広の巡按監察御史と紀功御史とを一緒 合わせた表現であるが、このうち 紀功御史は、実際に現地で軍に帯同して、功罪を 録するこ を役割と て ることが分かる。
以上のように見て来ると、 『大明正徳会典』の雑差の条で一例だけ示されていた監軍紀功の事例は、 『大明万暦会
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典』になると四例に増補されたものの、うち二例は『明実録』に典拠が見つけられず、残りの二例の内の一例は、御史が軍隊に帯同していないこと、また、軍隊に帯同することの分かる一例は、御史の表記が「紀功御史」となっており巡按御史とは明確に区別される。ここから考えれば嘉靖三十三年の事例の現地の巡按御史は紀功御史 役割をも兼任していて、隆慶三年の事例と異なる。ともあれ、監軍御史の名称は会 には存在しないことに注意しなければならない。さて、御史の名称 ことは置いて、監軍紀功の御史 基本的に軍隊に帯同して功罪を記録し、責任追及することが 務であろうか。また、実地に兵員を集める役割を果たしている事例 も注意が必要であろう。
二、監軍御史と遼東鎮
　
陳王庭の場合
　
『大明正徳会典』 『大明万暦会典』ともに、監軍御史については曖昧な事例しか示していない以上は、具体的な事例を集積してその実態解明に取り組むしかな が 紙幅の関係で本稿では遼東鎮 場合 取り上げて検討を加えることにする。遼東鎮で最初に監軍御史の任を帯びた者は管見の限り陳王庭である。 『神宗実録』万暦四十六年六月癸亥の条に、
差御史陳王庭巡按遼東、兼監軍事。
とある。御史である陳王庭 「遼東を巡按させ、兼ねて軍事を監せ 」めたのである。従って、巡按監察御史は元
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来、軍事を監することは職務外であることが分かる。ともあれ、これより遡ること二年の万暦四十四年（一六一六）
、ヌルハチはヘトゥアラでハン位に即き
（ゲンギエン＝ハン、清朝の太祖）
、国号を大金、年号を天命と
し、明朝からの自立を明確にし、万暦四十六年
（一六一八）
四月には七大恨を宣言して遼東鎮への侵攻を開始し、
撫順城の攻略に成功していた。この戦いで総兵官張承胤を失った明朝は楊鎬を兵部左侍郎兼右僉都御史・経略遼東に任じた。この万暦四十六年六月に御史陳王庭を遼東鎮を按治する巡按山東監察御史とし、兼ねて軍事を監督させることにし のは、明らかに撫順城陥落 いう事態に対処するためであった。それではこの陳王庭はどのような任務を果たしたのか、まずは『明実録』の記述を追ってみよう。 『神宗実録』万暦四十六年八月丁丑の条には、
山東巡按陳王廷
（ママ、庭）
劾、援遼総兵麻承恩当清河被囲、藉口道檄、急奔開原、且納
叜
花部落百余人、以
挑虜釁。乞革任議勘、以儆積玩。
とあり、陳王庭は山東巡按、つまり、巡按山東監察御史の肩書きで登場するが、七月に撫順城近くの清河堡が陥落したことに関して、援遼の総兵官である麻承恩が清河堡の防衛を放棄して開原に逃亡し、
叜花部落の百余人を差し
出したこ で「虜賊」との関係を悪化させ とし 陳王庭は解任 取り調べて戒めとすべきだとした。これは監軍御史でなければ出来ない範疇の案件ではなく、充分に巡按 守備範囲であろう。これについては同万暦四十七年三月丁亥の条
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援辺総兵麻承恩論斬。初承恩戴罪援遼、移瀋陽駐劄。遇警応援。於万暦四十六年四月間、奴酋誘陷撫順。承恩借防清河、脫身以去。及本年七月十二日、清河被陷、承恩復按兵不動、与参将祖天定、坐視逗遛、不赴策応照律問擬、応得罪名、承恩擬斬、天定擬戍、仍将承恩逮赴京師、下 部治之。従巡按山東御史陳王庭奏請也。
とあり、麻承恩はそもそも瀋陽に駐留していたが、ヌルハチが撫順を攻めたため、瀋陽から応援に駆けつけたものの、四月に撫順城が陥落するや、清河堡を防衛することを名目に瀋陽に逃げ帰っ 。その後、七月に清河堡が陥落した際は、参将の祖天定とと に座視して清河堡を見殺しにした。陳王庭の奏請によって 麻承恩は逮捕して北京に連行し兵部の下で斬首刑と決まった。ここでの陳王庭の肩書きは同じく巡按山東御史、つまり、巡按山東監察御史であった。
次に、同万暦四十六年九月己亥の条には、
大学士方従哲題項、皇上用一陳王庭按遼、数月以来、籌辺策 虜頗効劻勷、核罪勘功。時騰白簡 今待命。諸臣其才識・精力与夫匡時報国之心、豈在王庭下。乞将考選散館諸臣、同賜允用使国家収任人之効、而臣愚少逭溺職之辜。不報。
とあり、内閣大学士方従哲が陳王庭を槍玉に挙げているが、この時の肩書きは明示せず「按遼」とのみある。これに対し、万暦帝は応答していない。その万暦帝は同万暦四十六年九月戊申の条に
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上諭戸・兵二部曰、邇者、黠夷肆逆辺鄙蕩搖。
　
朕博訪廷臣議、調各処援兵、共図剿滅。今師期已近、撻伐将
行、所頼諸将士、戮力齊心、殲茲小醜。近日、撫順之捷、足徵血戦之功。
　
朕甚嘉焉。目今、天気厳寒、辺方
猶甚、深念諸将士披堅執鋭 暴露沙場、労苦忠勤 可憫。朕睠焉。東顧、未嘗頃刻忘懐。宜霈恩施用、彰撫恤。除御史陳王庭所請賞功銀両 応照例速発外、爾兩部、再湊銀二十万両、題差一官、齎赴軍前、将主客官兵、従優犒賞 務使人霑実恵 士有奮 益攄敵愾之忠、早奏蕩平 蹟。刻期給発、毋或遲延。故諭。
とあるように、戸部と兵部に対して、撫順の勝利を嘉し、辺疆の将士の労苦を思いやって、 「御史」陳王庭の要請に応えて賞功の銀両を速やかに支給するよう指示するほか、更に二十万両を集めて主客それぞれの官兵の手柄のあった者に支給するよう指示する諭を発布した。実際は撫順で勝利するどころか、辺疆の砦が次々陥落していっているので、遼東鎮から 報告には針小棒大なところがあるのであろう。それはとも くとして、ここで 陳王庭はただ御史とのみある。この御史は巡按山東監察御史で間違いなかろう。
同万暦四十六年十月辛巳の条には、
山東巡按陳王庭奏、援遼総兵張万邦以病乞回衛 所統山西・大同軍馬四千五百余名 択海州参将丁碧統領、与本官原領海州兵一千五百五十名為一営、照依分派鉄領信地 聴総兵馬休節制。従之。
とある。ここでは陳王庭は山東巡按、つまり巡按山東監察御史として、援遼総兵張万邦が病気のため回衛を願い出
― 179 ―
陳王庭と張銓
たため、張万邦配下の山西と大同の軍馬四千五百名余を海州参将丁碧の配下に組み入れ、丁碧が元来の配下である海州兵一千五百五十名と併せて一営とし、総兵官馬休の指揮に従わせるべく上奏し、裁可されている。軍隊の編成に対する上奏を巡按監察御史として上呈している。以下、同万暦四十六年十二月己巳の条では、按臣 同万暦四十七年二月乙亥の条では巡按、同年三月甲申朔の条では按臣とあった後、同万暦四十七年三月癸巳の条では、
大学士方従哲題、拠遼東巡撫周永春・監軍御史陳王庭各揭称、総兵杜松於初一日、自撫順出辺、遇伏兵突起、彼此混殺、遂至潰散 総兵杜松・王宣・趙夢麟等、俱報陣亡。北路 馬林等亦潰散 開原僉事潘宗顏・通判董爾礪等俱各戦没、竊計四路之兵已敗其二、其李如栢・劉
綎二路尚未知勝負。即今、全遼主客官兵、皆従諸将
出辺、遼瀋開鉄之間、及広寧以西、在在空虚、万分可慮。伏望、皇上出御文華殿、召九卿・科道等官会議、共図保遼・保京師之策。不報。
とあり、所謂、サルフの戦についての内閣大学士方従哲の題本であるが、この戦いは中・朝連合軍が寡兵のヌルハチ軍に完膚なきまでに叩き めされたことでよく知られている。この題本は遼東巡撫周永春と監軍御史陳王庭 報告に拠ったものであるが、総兵官杜松は三月一日、撫順より出撃したも の 伏兵に遭っ 乱戦の中の殺し合いになって率いた軍勢はちりじりばらばらになり、総兵官の杜松・王宣・趙夢麟らは戦没した。北路 総兵官馬林ら軍も同じくちりじりばらばらになり、開原僉事潘宗顏・通判董爾礪らは戦死し、四路に分かれた軍のうち二路 破れ、李如栢、劉
綎
の二路は勝敗のほどは不明とある。現在、全遼の主客の官兵は諸将に従って出辺しており、遼
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陽・瀋陽・開原・鉄嶺の間、及び広寧以西はがら空きになっているので、皇帝陛下は文華殿にお出ましになられて、九卿・科道等官を召して会議を行い、保遼・保京師の策を練られたし、との内容であったが、万暦帝からの応答はなかったというものであった。ここで陳王庭は監軍御史として報告書を上げており、恐らくサルフの戦いの惨憺たる現実を伝えざるを得なかった だろう。実際のところは、ヌルハチの各個撃破作戦にはまり込んで 全四路のうち、三路は壊滅、残り一路は逃げ帰ったがゆえに無事 いう完敗であった。この戦いに いて、陳王庭は一体どこに所在していたのだろうか、恐らく戦場に帯同してはおらず、遼東鎮に遼東巡撫とともに居残っ いた可能性が高い。帯同していたら生きて帰ってはおらないはずだからである。
これに続いて『明実録』の記録を挙げると、同月甲午の条では巡按監察御史、同じく乙未の条では巡按、翌四月
甲子の条では遼東巡按、五月己酉 条では按臣、六月己卯 条では巡按山東監察御史 七月癸未 条では巡按山東監察御史、同月甲午の条では按臣、己亥の条では巡按山東監察御史 八月壬子 条では巡按、癸酉の条では巡按山東御史、十月己巳の条の兵部尚書黄嘉善の覆奏 山東撫按王在晋・陳王庭等と り、陳王庭は巡按山東監察御史であることを明示している。十二月癸亥の条では遼東巡 癸酉の条で 巡按山東御史、万暦四十八年正月癸卯の条では巡按山東 二 乙卯 では 同月己未の条では巡按、泰昌元年
（万暦四十八年）
庚申七月壬寅の条で
は按臣、同月甲辰の条では巡按、泰昌元年八月壬子の条では遼東 御史、同丁卯の条では山東巡按
（陳于庭）
と
ある。これに続く『光宗実録』泰昌元年八月庚午の条で 、
閲視辺務、陞太常寺少卿姚宗文。頃兵部覆、奴賊撲攻山城事、以監軍陳王庭与経略熊廷弼所報殺虜多寡互異、
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請行再勘非法也。拠報、賊以二千騎踵剋山城城堡、相望二十里許、殺戮無噍類、諸弁罪不容誅矣。監軍擬罪重者戴罪、軽者罰治。尚未尽厥辜何至、以多少異同、復行再勘。説者謂六月十二日之失事也。
とあり、陳王庭は重ねて監軍として登場する。この年の六月十二日の失陥において、監軍陳王庭と経略熊廷弼との報告で、殺虜の多寡が相違していて再調査の必要がある。監軍が重罪としている者は罪に問い、軽い者は処罰に止める。戦闘の功績がはっきりし いなければ処罰のしようがないというこ であろうか。さて、問題は万暦四十七年三月癸巳の条で「監軍御史」とあった陳王庭の肩書きがその後、ずっと巡按山東監察御史であって、泰昌元年八月庚午の条に至って突如として「監軍」として登場する はいかな 理由であろうか。そこで同泰昌元年八月庚午の条前後の陳王庭の上奏を追ってみると、直前の泰昌元年八月丁卯の条には、
山東巡按陳于
（ママ、王）
庭言、方今、援遼之挙最苦累無。若海運、山東以一省而兼数省之困、登萊又以両郡
而兼各郡之艱。造船隻、買米豆、集夫役、即豊年猶慮莫支。今且苦水・苦蝗・苦雹、所在災変頻。仍而文登・寧海之間、海嘯水溢、房舍桑田、匯為沙磧。夫東土有年則海運可行、即遼可恃以為命。東土不支則海運何出自、非発賑減編。何以救此一方也。下部知之。
とあり、陳王庭は山東巡按である。直 同癸酉 条には、
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颶風壊海運。先是、七月初、海運船開洋、至馬頭嘴、夜聞海鳴、龍鬬黒雲糾連、運艘射、激傷登属運船八十五隻・萊属船一十六隻、溧没糧四万四千九百石有奇。于是 巡按御史陳王庭請。
とあり、ここでは巡按御史である。これら前後の陳王庭の上言は関連していて、八月丁卯において、陳王庭は山東半島から遼東鎮への海運のことを取り上げ、山東本省での水害や蝗、雹の害などのため、本省からの兵糧補給が困難になっていることを訴え、癸酉の条によれば 七月初めに山東からの船団が嵐で沈んでしまったことを訴えている。丁卯の条を受けて癸酉 条があるわけだから、厳密な意味 庚午 条 直後 陳王庭 肩書きを示すも ではない。そこで更に『熹宗実録』 続きを見ていくと、同九月壬辰 条には、
兵部尚書黄嘉善覆、薊遼総督文球疏加賞虎酋銀四万両。時 奴勢披猖、虎酋乗機挾賞 巡撫周永春・巡按陳王庭以是為羈縻之法也。
とあり、ここでは兵部尚書黄嘉善の覆議の中で陳王庭は登場しているが、巡按として出て来る。これは遼東巡撫周永春 並列で表記されているから、巡按とは巡按山東監察御史のことである。薊遼総督文球は虎酋
（モンゴルのこ
とか？）
に褒賞として銀四万両を与えることを奏疏しているが、これは後金の攻勢に防戦一方の明朝の足下を見透
かした虎酋側からの要求に屈した対応である。周永春 陳王庭 は虎酋に満洲族 牽制させることで夷を以て夷を征するこ を狙い、虎酋を羈縻と 明朝に取り込むこと 企図しているのだろう。
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続いて同十月庚申の条には、
巡按山東御史陳王庭請䘏陣亡将士謂、三路之敗、武将杜松・劉
綎・王宣・趙夢麟・麻岩輩、相継死於陣、而道
臣潘宗顏・通判董爾礪及朝鮮将士多殉焉。聞諸臣被禍之惨、有百矢蝟集而死者、有身首数断異処而死者、有知其名将恨殺其最驍之愛子与最大之頭目而破腹刳膓粉身剉骨而死者。皆当速降明旨亟令優䘏、或招其無定之游魂而予之祭、或妝 所遺 衣冠而予之葬、或加其爵而予之贈、或録其裔而予之廕、或易其名而議之謚、或標其額而賜之祠、庶以獎忠魂、作士気而振辺疆。章下所司。
とあり、巡按山東監察御史陳王庭は去るサルフの戦いで戦没した三路の将兵を鎮魂することで、士気を高め辺疆の防衛を固めようと奏請し、上書は関係部署に下された。同十一月戊寅の条には、
陞遼東巡撫標下旗鼓備禦毛煥然為都司僉書、管鉄嶺遊擊事。従監察御史陳王庭之請也。
とあり、監察御史として遼東都指揮使司
（以下、遼東都司と略する）
の人事を提起し、認められている。同月丙申の
条には、
巡按山東御史陳于
（ママ、王）
庭劾都司軍政僉書彭雲翮等、巡按四川御史吳之皞劾松潘遊擊劉体乾等。疏各指
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其貪酷。部覆、皆令革任回衛。
とあり、やはり巡按山東監察御史として遼東都司の人事に関して弾劾の告発を行っている。
同十二月庚戌の条では、
先是、経略遼東袁応泰・按臣陳王庭 以遵旨議調為請、欲薊東協守姜弼仍陞副総兵職衙、厳限赴遼以資戦守。順天撫臣李瑾・按臣申廷譔各疏言、陵京重地、防禦尤急。止留姜弼一人、豈堪更調。兵部覆議以為、奴勢披猖、遼瀋孤注 薊虜満暈、諸酋羈縻戎索可徼。安旦夕。且遼中援将若李懐信・柴国柱相継病去、則登壇受鉞尤宜慎簡。経臣受事之初議調姜弼、拊髀方新 不宜遽塞其請 上従之。
とあり、経略遼東袁応泰とともに按臣つまり巡按山東監察御史として陳王庭は薊東協守姜弼の遼東副総兵への昇格を求めている。続いて同天啓元年二月丙辰の条では、
巡按遼東御史陳王庭、始以正月十九日、奴破村屯入告 参総兵李秉誠。章付所司
とあり、巡按遼東御史、つまり巡按山 監察御史 して陳王庭は正月十九日に失守の責任で総兵官李秉誠を弾劾している。この弾劾については同月壬戌の条に、
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革奉集征夷営総兵李秉誠任。行巡按御史
查勘問擬。以部覆按臣陳王庭参其貪婪淫縦也。
とあり、李秉誠は兵部の審議を経て解任されているが、按臣、つまり巡按山東監察御史として陳王庭は李秉誠の罪を失守ではなく貪婪淫縦を理由としていたことが分か 。続いて同閏二月壬午の条には、
革遼東都司張昌胤職、提問追贓。中右所遊擊李応詔・右屯城備禦楊応宗回衛。以巡按御史陳王庭参其侵尅営私也。
とあり、巡按御史として陳王庭 遼東都司の私腹を追求 、張昌胤を解任、李応詔・楊応宗は解任の上、出身衛所に戻す措置を認められている。陳王庭がいつまで遼東鎮の任務に留まったか不明であるが、 天啓二年十月己巳の条に、
陜西道御史馮英薦、原任山西左布政韓策・諭徳顧天峻・開原道僉事韓原若・巡按遼東御史陳王庭等章、下部院。
とあり、巡按遼東御史として現れるあたりが最後かと思われるが、天啓元年二月を最後に陳王庭の上奏そのものがパタッと途絶えるので、天啓元年二月から遠くない時期に退任して ると思われる。天啓五年十二月には広西道御史に任じられたが
）（
（
、ただ、それ以前の動向は不明である。
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以上は『明実録』の記述を追った検討であった。明朝末期の遼東鎮をめぐる攻防を描いた崇禎刻本の明・王在晋
撰『三朝遼事実録』巻一においては、万暦四十七年六月十五日に陳王庭は監軍御史として登場する。また、万暦刻本の明・程開祜撰『籌遼碩画』巻九は戊午
（万暦四十六年）
孟秋の奏疏を収めているが、巡按山東御史陳王庭の
「建賊攻克清河疏」があり、巻十一は戊午季秋の奏疏を収めているが、山東巡按監察御史陳王庭の「請発賞功銀両疏」があり、巻十 は戊午仲冬の奏疏を収め いるが、巡按山東監察御史陳王庭の「殺虜屯民隠匿塘報疏」と並んで遼東経略楊鎬 「狡賊劫掠将官欺匿疏」 は監軍巡按陳王庭とあり、巻 四は戊午季冬の奏疏を収めているが、巡按山東監察御史陳王庭の「下考選肅城禁疏」があり、巻十六は巳未
（万暦四十七年）
仲春の奏疏を収めている
が、 御史陳王庭 恭陳軍前緊要事宜 があり、巻十七は巳未季春の奏疏を収めているが、山東巡按陳王庭の「援将違律喪師疏」があり、遼東巡撫周永春の「会議戦守疏」に 監軍陳王庭とあり、巻十九は巳未孟夏の奏疏を収めているが、巡按山東監察御史 王庭の「勅励朝鮮金白二酋 あり、巻二十五は巳未孟秋 奏疏を収めるが、山東巡按陳王庭の「援兵出関無期疏」があり、巻二十八は巳未仲秋の奏疏を収めるが、巡按山東監察御史陳王庭の「査参閫帥疏」があり、巻二十九は巳未季秋の奏疏を収める 、経略熊廷弼の「正軍法定官守疏」 は監軍御史陳王庭とあり、また、巡按山 監察御史陳王庭の「速議将兵以済燃眉疏」があり、巻三 二は巳未孟冬の奏疏を収めるが、巡按山東御史陳王庭の「悔悟更始疏」があり、巻三十七は庚申
（万暦四十八年）
孟春の奏疏を収め
るが、山東巡按 の「直述新兵失伍之数 と「海運難増船糧難弁 」があり、巻四十二は庚申孟夏の奏疏を収め 戍卒堪憐疏」 ある。
陳王庭は万暦四十六年六月癸亥、御史陳王庭は「巡按遼東兼監軍事」に任命された。つまり、巡按山東監察御史
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兼監軍事である。遼東鎮において巡按監察御史として活動しながら軍事に関する監察も行うということになる。『明実録』において、監軍御史としての報告の前後に巡按監察御史としての報告を上げているところが観察される。それでは陳王庭は扱う事項ごとに巡按山東 監軍御史との身分
（立場・資格）
を使い分けて報告を上
げているのだろうか、または肩書きがくるくる替わるのだろうかと考えても、どうもすっきりしない。
そこで前掲『籌遼碩画』巻十三、遼東経略楊鎬の「狡賊劫掠将官欺匿疏」にある「監軍巡按」という肩書き表現
は興味深い。これは万暦四十六年仲冬のことであ が、同時期に陳王庭の奏疏は巡按山東監察御史の肩書きで収められている。同じように、同書の巻十七 万暦四十七年季春であ が、山東巡按とし 陳王庭の奏疏が収められている一方、遼東巡撫周永春 「会議戦守疏」には監軍と 。さらに、巻二十九は万暦四十七年季秋であるが、経略熊廷弼の「正軍法定官守疏」 は監軍御史と る一方、巡按山東監察御史として陳王庭の奏疏 収められてい 。
ここで先ほどの「監軍巡按」という肩書きに注目すると、巡按は出差御史であり、一時期、一管区を巡って監察
を執り行う監軍は 管区の戦闘につ て監察するわけ 、 「監軍巡按」とは 軍を行う巡按監察御史という語が縮まったものと解釈できる。ともあれ、 『籌遼碩画』の事例から考える 、同時期に陳王庭は 山東監察御史と監軍御史との二つの肩書きを使っ たことにな 。 『明実録』は勿論のこと 『籌遼碩画』であっても当時の陳王庭の档案本物 いうわけでな が、なるべくそのままを収録したであろう。注意すべきは監軍、監軍御史、 軍巡按と陳王庭が呼ばれるのは全て本人以外の奏疏中である。本人の奏疏は全て巡按山東監察御史かそれ 類する肩書きで収録されている。つまり、陳王庭の肩書き 鎮 いた間 一貫して巡按山東 察御史であった可能性 極めて高く、他の官僚 陳王庭 奏疏を引用す 時、または彼 言動 取り上げる時に こ 人は だ
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からと認識しているか、監軍御史だからと認識しているかは、その官僚の認識、扱う事象如何にかかっていたということではなかろうか。以上をまとめれば、陳王庭は巡按山東監察御史であり、兼ねて監軍御史の仕事をしとい あろう。陳王庭は楊一桂の後を継いで遼東鎮の巡按山東監察御史となった。正確に言えば、楊一桂は万暦四十六年七月まで、陳王庭は同八月から任務に就いたであろう。そしてこ 年の四月に撫順が陥落、さらに七月に清河堡が陥落した。このよ な状況下、ヌルハチ 対する反撃・撃滅を企図する明軍 意志の下、陳王庭は戦闘における戦功評価の作業含みで遼東鎮に送られた巡按であったの る。
三、陳王庭と張銓
前述のように、陳王庭は万暦四十六年八月から天啓元年二月頃までは巡按山東監察御史として活動したと見られ
るが、この間、遼東鎮にはほかに巡按監察御史がい った と言えば形式的には それが張銓である。彼は巡按江西監察御史から万暦四十八年七月、巡按として遼東への派遣が決まる
）（
（
。本来なら翌八月には赴任し
たであろう。と ろがどういうわけか、実際には赴任が遅れて 恐らく陳王庭と入れ替わりで赴任することになるが、もしすぐ赴任していれば、陳王庭在任中 張銓 遼東鎮に行ったことになる。遼東鎮に派遣され 巡按監察御史は通常一員であ から、イレギュラーが起こったこ になるの る。ただ、 『熹宗実録』泰昌元年九月乙未条には、
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罷遼東経略熊廷弼、聴勘定奪。従吏部尚書周嘉謨等会議也。仍令廷弼料理、候代員缺着。即日、会推添設兵部侍郎張鶴鳴・祁先宗并御史張銓、都催刻期到任。
とあり、遼東経略熊廷弼がその役職から引きずり下ろされた後の人事で、御史として張銓は候補に挙げられている。そうすると、張銓は万暦四十八年七月に巡按監察御史として遼東に赴任するよう決められてから、実際はすぐに赴任しなかったことになる。続いて、同天啓元年三月乙卯の条には、
奴破瀋陽、総兵尤世功・賀世賢、死之。按瀋陽初陷時、経略袁応泰・
廵按張銓疏、報皆言、尤世功・賀世賢生
死俱未可知。其後、伝者或謂、 降奴被殺、又或謂 世賢棲木梨山、一夕醉酒、自恨墜崖死皆無的拠。援遼都司荘安世帰自広寧、嘗言、得遼瀋潰卒云賀世賢死于瀋陽西門外聞。奴恨世賢、以其妻女給我降将 然亦未詳当日死作何状。今兵部見在家丁張賢自言、昔在瀋陽、親見世賢。当日死事状歴歴為大司馬張鳳翼具述甚悉。張賢之言曰、賢昔以兵部家丁徃瀋陽立功、実隸賀世賢麾下 瀋陽城頗堅。城外浚壕、伐木為柵、埋伏火砲、為固守計。奴猝至 未敢遽逼也。先以数十騎于隔壕偵探。尤世功家丁躡之、斬獲四級 世賢勇而軽謂 奴易与。遂決意出戦 張賢諫不聴。世賢故嗜酒。次日、取酒引満 率家丁千余 出 擊奴、曰尽敵、而反奴以羸卒詐敗、誘我世賢乗鋭軽進、奴精騎四合、世賢且戦 且却 至瀋陽西門 身已中四矢。城中聞世賢敗 洶洶逃竄、降夷復叛、弔橋繩断、或勧世賢走遼陽。 賢曰、吾為大将 不能存城、何面目以見袁経略 張賢在側。世賢麾使速去曰 与我俱死無益也。 忍、世賢叱之。賢走数十步、奴兵已至 囲 賢 世賢揮鉄鞭決闘、擊賊数
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十、中矢墜馬死。張賢回首、猶隠隠望見之云、尤世功引兵至西門、欲救世賢兵皆潰、亦力戦而死。同時有参将何世延者、降奴、遂訛為世賢云。
とあり、張銓は巡按として瀋陽城陥落の状況について報告している。遼東経略袁応泰と
廵按の張銓は最初、瀋陽の
陥落時の具体的な状況を把握しようとしたが、情報が混沌としていて正確な状況をつかめなかった。特に総兵官の尤世功と賀世賢の生死すら乱戦の中、不明であった。追って、敗残兵や賀世賢の側近である張賢の証言が得られて、やっと状況把握に成功した。袁応泰と張銓は恐らく瀋陽にはおらず、遼陽城にいるのであろう。同じく同条は、
川浙総兵陳策等率師、援瀋陽。及奴賊戦于渾河、死之。時、策等提兵至渾河橋南、聞瀋陽失守、下令還師 裨将周敦吉等固請進戦、石柱土司副総兵秦邦屏引兵先渡河 与諸将営橋北 浙兵三千与陳策等営橋南。邦屏等営未就、奴四面攻之、将卒殊死戦、殺奴二三千人。賊却而復前、如是者三、奴益生兵至、諸軍饑疲不支、周敦吉・秦邦屏・吳文傑・雷安民 皆 死。他将走橋南、入浙営 圍之数重。副将朱万良・姜弼擁兵 去渾河数里、観望不前。及賊囲浙 始領而前 与賊遇、即披靡不支 賊廼萃力于浙営 初用火器擊之、殺傷相枕、火薬已尽 短兵接戦 遂大敗、陳策先死 童仲揆
（ママ、
カ）
騎而逸。副将戚金止之曰、公何徃。遂下馬、語
其属曰、吾二人得死所矣。与諸将袁見龍・鄧起龍・張名世、皆死之。惟周世禄突囲、得脫 其死于城中乱兵者、運粮同知陳輔堯 自在知州款展也。自奴酋発難 我兵率望風先逃 未聞有嬰其鋒者 独此戦以万余人当虜
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数万、殺数千人、雖力屈而死、至今、凜凜有生気。当時、亡帰残卒、有至遼陽以首功献按臣張銓者。銓命照例給賞、卒痛哭階前、不願領賞、但願為主将報讎、義哉 卒也可以将矣。
とあり、瀋陽城救援に向かった川浙
（四川・浙江）
総兵官陳策の活躍とその死に様が細かく描かれている。この時
の明軍の戦法はまず火器
（鉄砲か？）
による射撃、火薬が底を尽くと刀での斬り合いによる乱戦ということであっ
たが、満洲軍の前に大敗し、仕舞いには瀋陽城になだれ込まれて、城内でも乱戦となった。敗残兵で遼陽城に辿り着い 者 中に、敵兵の首級を按臣張銓に差し出す者がいた。そこで張銓は規則に従い、恩賞を与えようとしたが、軍卒は恩賞の賜与を望まず、激しく泣 て主将の敵討ちをしてく るよう願ったと う。張銓は遼陽城に巡按として所在して、監軍紀功 範疇の任務をこなし いる事が分かる。同庚申の条には、
遼東巡按張銓疏、陳川浙諸将陳策等血戦死事之忠、請従優䘏。朱万良・姜弼臨陣退縮、請削職、令立功 自贖。又言、賊尚盤拠瀋陽。遼陽以北、烽火断絶、已撤奉集・威寧之兵、併力守遼。惟恐賊出別計 深有可虞。此時、宜使撫臣薛国用、提河西之兵、移駐海州、督臣文球提山西之兵 移駐広寧、以杜声援 而山東水兵従海道、直抵盖州・通州、団練民兵速遣出関 更発內帑数百万 以佐軍需。上曰、遼陽危急。該鎮文武各官、其協力守禦 撫定人心、務保無虞。陣亡川浙諸将、血戦捐躯。不必待勘著、即加優䘏 朱万良等臨陣退縮着 革職、戴罪立功。袁応泰矢心殫力、調度不前、仍令策励任事。山海・海・盖、各緊要地方 集民設防、其督撫移駐事、宜該部作速議奏。
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とあり、張銓は遼東巡按、つまり、巡按山東監察御史とされるが、張銓は瀋陽城陥落時の四川・浙江諸将陳策ら戦没者の慰霊を求めるとともに 朱万良や姜弼ら敵前逃亡した諸将の処分を求めるとともに、遼陽以北の烽火が途絶えたため、事実上、遼陽以北の地は敵の手中に陥ちたと判断 、将兵を遼陽城と広寧城に移駐させるとともに、山東及び北直隷からの援兵の発進 更なる內帑数百万両の頒布を求め 。天啓帝も即座に事の重大さを感じたのか、即座に対応策の検討を指示している。同日の条に、
伝諭內閣、中外多事、閣部大臣、当忠君体国、分猷佐理、図修安攘。何得、動以浮言杜門。輔臣一
燝著、即進
閣弁事。尚書李汝華、已另有諭、不得托辞卸擔、致悞部務。又諭兵部等衙門、朕見近日風霾時、作日光画晦。朕心深切警惕。今日、覧御史張銓塘報、賊陥瀋陽、遼城危急。該鎮地方文武各官 職任封疆、全無備禦、踈防怠玩、応援各将、擁兵結営、自固坐視陥城 威令何在。姑都著策励任事。 便馬上差人伝与、経督撫按各官作速挑選精鋭兵馬、相機拒堵 務保万全。如有仍前坐視的 即以軍法従事。河西併関內各路 守禦応援事宜一体申飭。邇来、小臣議論、煩多無裨実用。大臣止畏譏弾、不任労怨、紛紛杜門、成何国体。輔臣一
燝・尚書
李汝華・都著即出視事、無以浮言介意。尚書・侍郎許弘綱・張鶴鳴・祁伯裕・王在晋及推用未任 官 俱著厳催刻期到任、不得稽延。又諭兵部 瀋陽已陥 遼左益危。目前防禦 応急長策 、廷臣作速会議、具奏一面行文、経督撫按各官防守声援牽制 一切事宜相機従事。戎政尚書併兵部添設侍郎 速催到任、餉務 急。尚書李汝華、即出料理、不得推委誤事 工部買弁硝黄、陸続運解、無誤急需。封疆事急 大小臣工同心体国、各抒籌略、共済時艱。
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とあり、天啓帝は御史張銓の報告を重視し、遼陽城の防備が全くないことに危機感を露わにし、内閣大学士劉一
燝
に対応を急ぐよう指示している。これに対し同辛酉の条では、
大学士劉一
燝言、廟謨之勝、只在用舍得人。即如熊廷弼、守遼一年、奴酋未得大志。不知何故、首倡駆除、及
下九卿科道会議、又皆畏避、不敢異同、而廷弼竟去。今遂有瀋陽之事。昨、遼東按臣張銓遣書長安謂、今日急着非旧、経略熊廷弼不能弁此事 則昔時逐之者、其誤竟何如也。以後、凡朝廷大事、俱望、皇上毅然乾断 于上、勅諸臣 洗心畢慮、于下、一破雷同附和之私、共効憂国奉公之誼。得旨、卿忠誠、識大体所奏熊廷弼事、自是公論亦見。卿主持国是定力、朕已知之。
とあり、内閣大学士劉一
燝もやはり遼東按臣張銓の報告を重視する。劉一
燝は朝廷内の駆け引きの中で経略熊廷弼
が引きず 下ろした過去の判断を批判しつつ、現在の事態は、かの熊廷弼ですら 応不可能な次元まで来てしまったとする張銓の論を入れ、私心を棄てて国家の危機に奉公すべきことを申し上げて、皇帝の同意を得ている。しかし、これら朝廷の議 が遅すぎたと すべき事態はすぐに生じてしまう。同壬戌の条 は、
奴破遼陽、張銓・何廷魁・崔儒秀・袁応泰等、死之。先二日 奴過代子河、向遼陽 経略袁応泰・
廵按張銓、
皆登埤。応泰出城督戦、留銓居守。奴薄城攻西門 不動 次日 応泰見奴却易与、趣兵出戦 以家丁号虎旅軍者助之、分三隊、鋒交而敗 余卒望風奔竄。奴仍入旧営。又、 尽鋭環攻、発砲与城中 砲声相続、火薬
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発、川兵多死。薄暮、麗譙火、賊已従小西門入、夷幟紛植矣。満城擾乱、守者皆鼠伏簷璧下、而民家多啓扉張炬、若有待婦女、亦盛節迎門。或言遼陽巨族多通李永芳為內応、或言降夷教之也。是日、応泰等死之。奴既得遼陽、駆士民出城、恣行屠戮。一老書生、奮白棓、擊殺賊酋并傷数賊 父子兄弟挾数十人、結伴去。群夷瞠目莫敢動。従此、広寧・寧前、数百年土著咸西徙、自塔山至閭陽相距二百余里、煙火断絶矣
とあり、天啓帝が内閣に遼陽城救援策を検討させている頃には、すでに遼陽城は陥落し、経略袁応泰、巡按張
銓
）（
（
初め、多くの臣下が乱戦の中、命を落とした。
以上の経過を見てくると、張銓は監軍御史の肩書きを持ったことはなく、一貫して巡按山東監察御史であったと
推定される。ただ、張銓の報告を見て行くと、事実上、監軍紀功と判断される役割も果たしており 形式的には同時期に役割の重なる巡按監察御史 二人、 東鎮にいたことになる。この点について小論の結びに代えて、言及したい。
小
　　　
結
『熹宗実録』天啓三年正月戊午の条には、
都察院左都御史趙南星等題、遼東巡歴按臣、撫順之陷則楊一桂也 三路開鉄之陥則陳王庭也 広寧之陥則方震
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孺也。頃
屇、大察不処之、無以明考功之法。若処一未当、無以服諸臣之心。惟枢輔身在巖関、胸懸朗鑑。三臣
罪案、応自了然。乞勅
查勘、回奏。従之。
とあり、同三月癸丑の条には、
又如遼陽之弓
（ママ、方）
震孺与楊一桂・陳王廷同、論以疆事壊也。
とある。楊一桂、陳王庭 方震孺、明朝晩期において遼東鎮の按治の、さだめし三戦犯ということになろうか。楊一桂の時に撫順城が陥落し、陳王庭の時にサルフの戦 で四路中三路の軍勢が壊滅 、続いて開原城、鉄嶺衛が陥落し、方震孺の時に広寧城が陥落した。しかし、遼東鎮における失陥の根本原因をこの三人の按臣に求めることは、些か酷なことではなかろうか。按臣は監察が役目であっても、作戦立案や戦場における指揮権を持しているわけで ない らである。この中、本論では を取り上げた。陳王庭は巡按山東監察御史兼監軍事であった。彼は撫順城失陥の直後、楊一桂に替わって巡按の官職に就いた。すで ヌルハチのと 戦いは避けては通れな 状況下でのこと あった。陳王庭は遼東鎮内部の按治だけでなく 戦闘における戦功評価が強く求められたがゆえに、巡按監察御史の任務に加えて 監軍御史 任務に従事した。そ 中で起こった変事がサルフ であっ 。こ陳王庭の任期に被る形で遼東鎮に派遣されることになった張銓 、明朝全土の按治体制の強化の中で、遼東鎮に送り込まれた 臣 あった。陳王庭の仕事を助けることは当然、期待されても不思議な事ではない。こ ような
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合、任務はどのように分担されたであろうか。恐らく張銓も監軍を兼ねて按治をする以外にやりようはなかったであろう。ともあれ、張銓の報告は結局、瀋陽城落城とそれに対する戦功評価に収斂され 。そして遼陽城が陥落して、張銓自身が戦死してしまった。管見の限り、張銓が監軍御史の身分を負ったり、監軍のことを兼任する旨の記述を見出すことは出来なかったも の、事実上 陳王庭の役割を引き継いでいたと見ることが妥当であろう。
注
（
（）　
拙稿「明代巡按山東監察御史の基礎的考察」 『 （中央大学人文科学研究所）人文研紀要』第七二号、二〇一一年参照。
（
（）　
拙稿「明朝档案を通じて見た明末中朝辺界」 『 （中央大学人文科学研究所）人文研紀要』第七七号、二〇一三年では、明
朝末期の崇禎時代、皇帝の命令で監視・監軍体制という、皇帝側近の太監を軍隊監視のために派遣した制度を取り上げた。この時期の遼東鎮は満洲族に切り込まれ、内地では李自成ら民衆反乱の拡大に、国防は後手後手と廻っていた。苛立ちを隠せない崇禎帝は、官僚の諫止に耳を貸さず、宦官の派遣により直接国軍を指揮して状勢の挽回に努めたが、殆どと言ってよいほど効果はなかった。
（
（）　
野田徹「明代在外宦官の一形態について─鎮守宦官をめぐって─ 九州大学
　
東洋史論集』二四、 一九九六年。
（
（）　
小川尚『明代地方監察制度の研究』汲古書院、一九九九年、第六章、明代の出差御史。
（
（）　
川越泰博「明代南京と倭寇（一） 」 『明代史研究会創立三十五年記念論集』汲古書院、二〇〇三年、同「倭寇の都市襲撃
と姦細」中央大学人文科学研究所編『アフロ・ユーラシア大陸の都市と宗教』中央大学出版部、二〇一〇年。
（
（）　『熹宗実録』天啓五年六月庚子の条。
（
（）　『光宗実録』万暦四十八年庚申七月戊戌の条に、 「下御史巡按省直諸差。劉廷元、順天、張至発、応天、張銓、遼東、黄彦士、河南、舒栄都、湖広、鄭宗周、福建、劉有源 広西、聶紹昌、甘肅、王槐秀、山東、而巡視両関、則申廷譔、巡視塩務、則郭如楚、長蘆、張溌、河東、張師孟、両浙。 」とある。
（
（）　
張銓の薨卒伝は『熹宗実録』天啓元年三月壬戌の条に、 「張銓、字宇衡、山西沁水人。父五典、仕至大理卿。従銓贈加
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兵部尚書。銓登万暦甲辰進士、理保定、授浙江道御史、遼変棘人、争以按遼、非銓不可、銓遂攬轡而東。経略袁応泰方受降、銓力争不得。応泰以罪孥配降夷。銓禁止曰、猶是中国子女也。何至為胡児圉妾。遼人感而泣下。遼陽陥、応泰謂銓日、泰誓以身許国。按臣無顓閫青、盍収余燼為河西計、遣人護銓下城、銓不従、還入署。叛賊李永芳謁銓於署中、訴不得已。銓怒麾之、奴衆擁 去、引見奴三子。銓山立不移。奴責其拝 銓抗声罵賊。有奴子自外入挙刀儗之。銓引頸以待。奴因曰、送汝帰何如。銓謂力不能殺賊、無顏求帰。奴送還署中 銓至署、向闕拝曰、臣不能報国、又遙拝其父母。遂就縊。群夷驚走、相視曰、忠臣、忠臣。賊芳棺而瘞之。事聞、詔贈大理卿、再贈兵部尚書、謚忠烈忠義 」とある。また、張銓の伝には『天啓祟禎両朝遺詩小伝』 、 『明詩紀事辛籤』巻二、 『明名臣言行録』巻八五、 『続表忠記』巻一、 『罪惟録』列伝巻九、 『明史稿』列伝一六六、 『明史』巻二九一 『史外』巻二 『啓禎野乗』啓八 『本朝分省人物考』巻二〇一所載のものがある。 実録 の「按臣無顓閫青」については『天啓祟禎両朝遺詩小伝』と『啓禎野乗』啓八に「按臣無閫外責」とあり、 「按臣に閫外の責無し」と読むところであろうか。
